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   ご使用にあたって！  
 
 
 はじめに… 
 
   この度は、大型ステンレスハウジング浄水システム＜SＨシリーズ＞をお求め頂きあり 
  がとうございました。 

  商品が届きましたら、まず不具合がないかどうか必ずご確認下さい。万一、不具合がご 

  ざいましたら２週間以内に（施工・設置前に）販売店・総発売元にご連絡ください。 

 

   本装置には、納品時にはフィルターが組み込まれておりませんので、ご注意下さい。 

    

   当装置は、ステンレス３０４を使用しており、優れた耐久性、耐腐食性を持っていま 

  す。フィルターを組み込むことにより、お客様のニーズにあった水処理ができます。 

 

   本製品は、製品改良のため、予告なく仕様を変更する場合がございますが、ご了承下 

  さい。本製品についての詳細・ご質問は、下記総発売元にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

   メンテナンスについて  
 

   水処理装置は、メンテナンスがとても大切です。当商品を正しくご理解頂きご使用下  
   さい。当装置内のフィルターは、消耗品で水質に影響を与えますので、必ず定期的に  
   交換して下さい。フィルターの寿命は、ご使用になる原水の水質及び使用水量により 
   異なります。付属品のガスケットも消耗品ですので、フィルター交換時に必ず劣化具合 
   を確認の上交換して下さい。定期点検、フィルター及びガスケットの交換につきましは、     
   必ず販売店か総発売元にお問い合わせ下さい。 
 
 
 
 
   ＊製造販売元ご連絡先＊ 
 
       株式会社相鉄ピュアウォーター 
                 
 
               TEL  045-360-5546 
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   設置の際は、必ずお読み下さい！ 
 
 

 お取付の際、次の点に十分ご注意下さい。  
 
＊ 本装置の設置の際には、各地域の条例、規定に準じた施工をして下さい。 
＊ 本装置に、衝撃を与えないで下さい。破損する可能性があります。 
＊ 凍結の可能性のある場所に設置する場合には、適切な保温を行い、決して凍結 
させないで下さい。凍結させると破損する危険がありますので、ご注意下さい。 

＊ 本装置は、水処理専用です。 
＊ 本装置は、必ず、水平の状態でご使用下さい。 
＊ SU-8～２０まで各装置の重量＋フィルターの重量＋水の重量等がかかりますので 
基礎工事はしっかり行って下さい。 

＊ 本装置には、必ず基礎からの固定又は、転倒防止用サポートを設置して下さい。 
＊ ドレンからの、排水を良くする為にできるだけ高いところに本装置を設置して下さい。 
＊ フィルター交換の際、ハウジング内のフィルターポスト（支柱）を上方向に引き上げ 
ますので、装置の周囲および上方向に十分なスペースをお取り下さい。 
装置上部から、上方に最低７００mm（SU-8）から最大で９５０mm(SU-２０)以上は、
空けて下さい。 

＊ 本装置の耐圧は、０．８６MPaですので水圧が高い所では減圧弁を取り付けて下さい 
  又、水圧の低い所では、ポンプを設置して圧力を上げて下さい。 
＊ 配管接続の際、フランジ等をご使用下さい。又、IN 側と OUT 側を間違えないでくだ
さい。（高い位置が IN側、低い位置が OUT側です。） 

＊ 本装置の基本設置条件では、IN 側及び OUT 側にバルブを設けて下さい。又、別途バ
イパス配管・バルブを設けて下さい。メンテナンス時に必要になります。 

＊ 残留塩素調整用バイパスシステムは、大変必要なシステムですので、配管図を参照の

上、間違いのないように施工して下さい。 
＊ 原水ドレン及び浄水ドレンの各配管にバルブを設けて下さい。 
＊ ヘッドカバーは、正しくセットしてください。ずれたりしていると、圧力をかけた際

に漏水する恐れがあります。 
＊ 施工完了後、フィルターを装填する前に必ず通水試験（OUT側バルブを閉めてから IN
側バルブを開く）して漏水がないか確認して下さい。確認後、ＩＮ側のバルブを閉め

て、本装置下部の二箇所のドレンから排水して本装置内の水を全て排水して下さい。

排水確認後に、フィルターを装填して下さい。 
＊ 切削油等を装置に流さないで下さい。配管工事の際に油分が装置内に付着しますと、

ハウジングの洗浄やフィルターの早期交換等もありえますのでご注意下さい。 
＊ 工事完了後、水漏れの有無の確認、及び水圧の確認等も必ず行って下さい。 
＊ 微生物学的に不衛生な水質の水を使用する場合は、必ず前処理として必要に応じた消

毒を行って下さい。 
＊ 本装置を屋外に設置する場合は、敷地内に設置し第三者による故意、過失による損傷 
や悪戯等から回避できる様にして下さい。 

＊ 本装置に関しましてご不明な点がございましたら、総発売元までお問い合わせ下さい。 
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    フィルターの組み込み及び交換にあたってご注意事項  
 
 フィルターの組み込み及び交換については、正しい知識を持った方が行うようにして下さ

い。設置方法によっては、給水ラインだけでなく、電気系統とも関わってくる場合がありま

す。みだりに本装置に触れると危険な場合がありますので、ご注意下さい。 
 
 ＊フィルターの組み込み及び交換にあたりましては、以下の手順で行って下さい。 
  本装置の取付にあたりましては、色々な方法があり、他の装置との兼ね合いで 
  現場ごとによって異なります。以下の手順は、基本的な方法で記してあります 
  ので、必ず設置条件、装置周りの確認、特に給水ラインや電気系統及びその他の 
  事項を確認の上、事故のないよう慎重に行って下さい。 
＊必ず、担当設置業者もしくは販売店員に確認の上作業して下さい。 

 
    フィルターの組み込み及び交換手順  
 
1)   本装置の IN側及び OUT側のバルブを閉じ、バイパスバルブを開けてください。 

メンテナンス時は、原水が流れます. 
 
2)   ハウジング上部のエアー抜き弁を緩めて圧力を抜いて下さい。 
3)   原水ドレン（高い方）及び浄水ドレン（低い方）から、ハウジング内の水を抜いて 

下さい。 
4)   完全に排水が確認できましたら、上部クランプボルトを緩めてヘッドカバーを取り 

外してください。 
5)   プレッシャープレートを押さえている黒いスリーブをレンチで緩めてはずし、プレ 
   －トをフィルター上部から取り外して下さい。（プレッシャープレート本体の下部は 
   突起があり、フィルター上部にはまり込んでいます。外す際は、軍手等をつけて怪我 
   のないようにご注意下さい。） 
6)   フィルターの交換になりますが、まず最上段のフィルターのみを全て抜き取ります。 
7)   次に、各フィルターポストの上部を持って残りのフィルターが付いたまま、１本ずつ 
   上方に引き抜いて下さい。 
8)   各フィルターポストから残りのフィルターを取り外してから、全ての部品を洗浄して 
   下さい。(フィルターポストの引き抜き時は、軍手等を使用して下さい。) 
9)    この時点で、ガスケットを確認し、伸びてしまっていないか劣化していないかの確認 
   をして下さい。漏水の原因になりますので、必要であれば交換して下さい。 
10)   新しいフィルターを各フィルターポストに差込んでから、ハウジング内に戻します。 
   ハウジング内下部を覗き込みますと各フィルターポストを差し込む穴が見えますので 
   確認の上行って下さい。 
11)   全ての各フィルターポストを差込みましたら、プレッシャープレート下部の突起を 

フィルター上部に合わせながら取り付け、再度黒いスリーブにて締め込んで固定して 
下さい。（ここでの作業が正しく行われていないと、浄水できない可能性があります） 

12)   ヘッドカバーを正確に取り付け、クランプボルトにて締めて下さい。 
   （あまり締めすぎないようにご注意下さい。） 
13)   次に、両方のドレンを閉めて始動操作に入ります。エアー抜きバルブを開けたまま 
   IN側のバルブを少しずつ開き、ゆっくりと通水します。エアー抜きバルブから正常 
   に水が流れ出ましたら、エアー抜きバルブを閉めて下さい。OUT側バルブを全開にし 
   てから、バイパスバルブを閉めます。続いて残留塩素調整用ﾊﾞｲﾊﾟｽｼｽﾃﾑのハウジング

ＯＵＴ側ﾊﾞﾙﾌﾞを開きます。ヘッドカバー取り付け部分より漏水がないか確認して下さ

い。以上でハウジング内を通過した水が使用開始されますので、作業は終了です。 
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SＨ シリーズ ＜大型浄水システム＞ 保証書 
 
 
保 
証 
期 
間 

 
お買い上げ日 

平成  年  月  日より２年間 
 
 但し、１年経過後の修理に係わる工費、出張に要する費用は、有料となります 

 
お 
 
客 
 
様 

 
 ご芳名 
 

 
 
 

 
 住 所 

 
 

 
 T E L 

 

 
販 
 
売 
 
店 

 
 店名・住所 
 
 
 
                           印 
 TEL 

 
 
 
 本書は、本書記載内容で、無料修理を行うことをお約束するものです。 
 
ご購入の日から、上記期間中に故障が発生した場合には、本書をご提示の上 
 
ご購入の販売店又は、総発売元に修理をご依頼下さい。 
 
 
 
 
 製造販売元  株式会社相鉄ピュアウォーター 
 
        神奈川県横浜市旭区柏町４７番地１ 
 
        TEL 045-360-5546 
 
 
 



 6

無料修理規定 
 

１、 取扱説明書に従って正常な使用状態で、保証期間内に故障した場合 
に、無料修理致します。 

２、 保証期間は、ご購入の日から保証期間の開始日とし、２年間となり 
ます。但し、１年経過後の修理に係わる工事費、出張に要する費用 
は、有料になります。 
① 保証範囲は、本体のみとし、フィルター、ガスケット等の消 

耗品は含みません。 
      ② 間接的に発生した損傷については、含みません。 

３、 保証期間内でも次の場合には、有料修理となります。 
① 本書のご提示がない場合。 
② 本書にご購入日、販売店名の記載のないもの。 
③ 不適当な使用、又は、不適当な修理や改造により故障、損傷 
した場合。 

④ 取扱説明書の記載事項に従わなかった場合。 
⑤ ご購入後の、輸送、移動、落下等による故障及び損傷。 
⑥ 故障及び損傷原因が、異常水圧等や、外部要因による場合。 
⑦ 公害及び地震、雷、風水害、塩害、その他天災地変など不可 
抗力により故障及び損傷した場合。 

⑧ 金属等の自然劣化。 
４、 本書は、日本国内においてのみ有効です。 
５、 本書は、再発行致しません。大切に保存して下さい。 

 
尚、本保証書は、本書に明記した保証期間及び各条件のもとにおいて無 
料修理をお約束するものであり、お客様の法律上の権利を制限するもの 

 ではありません。 
 

＜ 注意事項 ＞ 
 

１． 井戸水等の水質で、水道法に基づく水質基準に不適合な水には使用 
できません。 

２． 衛生学的に不衛生な水質の場合は、必ず必要に応じた滅菌を行って 
下さい。 

３． 鑑賞魚やお花等に使用する場合は、販売店にご相談の上、ご使用下 
さい。 

４． ２日間以上使用していない飲料用蛇口からの使用時には、２分間程 
滞留水を流した後にご飲料下さい。（ 特に、２日間以上使用していな

い個室等の飲料用蛇口からの使用時は、必ず行って下さい。） 
５． 設置後の、維持管理として定期的にフィルター交換が必要です。 

定期的にフィルターを交換しない場合は、水量の低下・給湯器の 
不着火及び衛生上問題を生じる場合がありますので、必ず、販売店 
にご相談下さい。 

６． お客様による不適切な使用により、水質等の異常をきたした場合には 
お客様の責任にて処理して頂きます。 

７． 残留塩素調整バルブは、関係者以外は、決して触らないで下さい。 
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ＳＨシリーズのシステムについて… 
 

・ ＳＨ８～２０まであり、毎分８０～２００リッターまでの浄水ができま

す。 
・ 各ハウジング内には、８～２０本までのフィルターが装填されます。 
・ ステンレス製にて、耐久性が高く、耐腐食性にも優れております。 
・ ハウジング内フィルターは、カーボン（活性炭）を圧縮成型した深層構造

になっており、異物の除去塩素等の化学物質を確実に吸着し低減させま

す。 
・ フィルター表面にて異物を完全にキャッチします。 
・ カーボンフィルターのろ過精度は、５マイクロメーターです。 
・ ハウジング内フィルターは、消耗品で約８ヶ月～１年で交換です。 
・ 地域の水質・使用水量により、交換時期が短縮される場合があります。 
・ 水道法の残留塩素基準の０．１ＰＰＭ以上の塩素を確保する残留塩素確保

用システムにより、安心できるお水を供給します。（別紙図参照） 
・ 残留塩素確保用システム部分で使用している小型ハウジング内には、ポリ

プロピレン製の深層構造の異物除去フィルターが装填されており、サビな

どの異物等を除去した残留塩素確保水となります。ろ過精度は、５０マイ

クロメーターです。同フィルターは、約１年に一度の交換となります。 
・ 共同入浴施設がある建物の浴室系への給水は、保健所の指導の下で設置計

画をお立て下さい。 
 SＨシリーズ仕様 

 
タイプ 

 
高 さ 

(mm) 

 
最大径 

(mm) 

 
口 径

 (A) 

 
空重量 

(kg) 

 
 耐 圧 

(Mpa) 

 
流 量 

(l/min) 

 
フィルター

 (本) 
 

8 
 

 
７５５ 

 

 
 ３３０ 
 

 
 ５０
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０．８６ 
 

 
 ５６ 
 

 
 ８ 

 
 
 12 
 

 
１０２４ 
 

 
３３０ 

 

 
５０

 

 
１８．２

 

 
０．８６ 
 

 
 ８４ 
 

 
 １２ 

 
 
 16 
 

 
１２７８ 
 

 
３３０ 

 

 
５０

 

 
２２．７

 

 
０．８６ 
 

 
１１２ 
 

 
 １６ 

 
 
 2０ 

 

 
１２７８ 
 

 
３３０ 

 

 
５０

 

 
２２．７
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１６８ 
 

 
 ２０ 
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Ｐ
樹
脂

２
０
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
メ
ス

０
．
８
７
Ｍ
Ｐ
a

５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー

外
径
：
　
７
２
ｍ
ｍ

高
さ
：
５
０
８
ｍ
ｍ

活
性
炭
・
圧
縮
成
型

約
２
０
㍑

約
３
６
０
,
０
０
０
㍑

約
１
０
k
g
(
約
１
５
k
g
)

高
さ
：
５
８
５
ｍ
ｍ

外
径
：
１
３
１
ｍ
ｍ

外
形
寸
法

容
器
（
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

仕
　
様
　
Ｍ
Ｂ
内
設
置
ハ
ウ
ジ
ン
グ

元
付
け
Ｓ
Ｈ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

高さは寸法・能力表を参照して下さい。

６

３４５７

１２

８

2
2
0

1
0

９ 1
0
コ
ン
パ
ク
ト
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ

Ｕ
－
Ｐ
Ｖ
Ｃ
 
Ｃ
－
Ｐ
Ｖ
Ｃ

検
査
用

取
付
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

亜
鉛
鋼
鈑
製

メ
ー
タ
ー
よ
り
接
続

宅
内
へ
接
続

3
0

3
0

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

上
部
 
5
0
0
m
m

5050

5
0

5
0

1
5
m
m
穴

1
0
m
m
長
穴

7
0

6
0

○
施
工
者
様
の
ご
手
配
品

※
ご
注
意

・
Ｎ
Ｐ
Ｔ
－
Ｊ
Ｉ
Ｓ
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）

・
本
体
取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス

・
水
抜
き
及
び
エ
ア
抜
き
用
バ
ル
ブ

・
本
体
固
定
用
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
類

・
配
管
・
バ
ル
ブ
等
の
部
材

Ｒ
Ｃ
２
Ｂ

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）

オ
ス
ネ
ジ

１
３
Ａ
ソ
ケ
ッ
ト

１
３
Ａ
ソ
ケ
ッ
ト

本
体
の
Ｉ
Ｎ
・
Ｏ
Ｕ
Ｔ
５
０
Ａ
押
す
ね
じ

の
仕
様
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
ね
じ
へ
の
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
で
す
。

本
体
に
は
溶
接
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
体

オ
ス
ネ
ジ
部
を
固
定
し
て
ネ
ジ
込
み
下
さ
い
。

各
戸
Ｍ
Ｂ
内
設
置
ハ
ウ
ジ
ン
グ

５
０
Ａ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｕ
Ｔ

6
5

8
0

800

7
7

ヘ
ッ
ド
一
体
型
エ
ル
ボ

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

上
部
ド
レ
イ
ン

下
部
ド
レ
イ
ン

1
/
4
Ｂ
ソ
ケ
ッ
ト

エ
ア
抜
き
用

０
．
８
７
Ｍ
Ｐ
a

本
体
の
耐
圧

（
異
物
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー
）

高
層
の
場
合
に
は
、
耐
圧
仕
様
品
と
な
り
ま
す
。

オ
ス
ネ
ジ

５
０
Ａ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
　
側

50

145

172

※
本
図
は
左
入
タ
イ
プ
で
す
。
右
入
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
発
注
の
際
に
ご
指
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
付
属
品

（
住
戸
数
に
応
じ
て
組
合
せ
）

寸
法
・
能
力
表

と
な
り
ま
す
。

※
本
体
に
負
荷
が
か
か
る
と
水
漏
れ
の
原
因

1
3
m
m
ア
ン
カ
ー

φ
20
2

配
管
に
「
フ
ラ
ン
ジ
」
や
「
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
」

等
を
仕
様
す
る
場
合
に
は
そ
の
高
さ
を
考
慮
し
た

ま
す
。
必
ず
、
「
ド
レ
イ
ン
配
管
」
か
「
排
水
溝
」

基
礎
を
設
定
し
て
下
さ
い
。
。

設
置
配
管
時
に
は
十
分
な
締
込
を
お
願
し
ま
す
。

１
本
体
の
耐
圧
は
、
0
.
8
7
M
p
a
と
な
り
ま
す
。

２
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
の
際
に
は
、
捨
て
水
が
発
生
し

３
設
置
地
盤
の
基
礎
は
、
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

４
屋
外
の
設
置
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
防
犯
の

据
　
付

要
領
図Ｎ

Ｐ
Ｔ
２
Ｂ

Ｓ
Ｕ
Ｓ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
－
Ｊ
Ｉ
Ｓ

変
換
ソ
ケ
ッ
ト

付
属
品

本
体
取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス

付
属
品

５
本
体
及
び
、
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
質
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
で
す
。

６
住
戸
数
が
５
０
戸
ま
で
は
、
単
体
の
設
定
と
な
り
ま

す
。
但
し
、
本
体
の
配
管
口
径
仕
様
が
５
０
m
m
の
た

め
、
建
物
の
水
道
配
管
口
径
が
５
０
m
m
超
と
な
る
場

す
。
設
置
・
配
管
工
事
当
に
関
し
ま
し
て
は

本
シ
ス
テ
ム
の
商
材
は
納
品
の
み
と
な
り
ま

施
工
者
者
様
側
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

合
に
は
、
流
量
の
低
下
を
考
慮
し
１
台
当
た
り
の

ス
ペ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
２
台
の
併
設
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
別
途
お
見
積
を
ご
用
命
下
さ
い
。

高
層
の
場
合
に
は
、
「
耐
圧
仕
様
」
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
別
途
御
見
積
を
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

を
計
画
し
て
下
さ
い
。

「
フ
ェ
ン
ス
」
な
ど
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

○
付
属
品
：
取
付
用
ネ
ジ
を
８
本

○
本
シ
ス
テ
ム
が
製
品
と
な
り
ま
す
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
全
て
の
水
は

浄
水
器
を
通
過
し
て
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社
相
鉄
ピ
ュ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー



Ｓ
Ｈ
－
２
０

1
,
2
6
6
m
m

約
4
0
0
㍑

約
7
,
2
0
0
㌧

２
３
ｋ
ｇ

５
８
ｋ
ｇ

５
６
ｋ
ｇ

２
１
ｋ
ｇ

約
5
,
7
6
0
㌧

約
3
2
0
㍑

1
,
2
6
6
m
m

Ｓ
Ｈ
－
１
６

1
,
0
1
6
m
m

約
2
4
0
㍑

約
4
,
3
2
0
㌧

１
８
ｋ
ｇ

４
０
ｋ
ｇ

２
８
ｋ
ｇ

１
４
ｋ
ｇ

約
2
,
8
8
0
㌧

約
1
6
0
㍑

7
6
6
m
m

Ｓ
Ｈ
－
８

ろ
過
流
量
（
毎
分
）

ろ
過
能
力

重
量
（
乾
燥
時
）

重
量
（
通
水
時
）

（
住
戸
数
に
応
じ
て
組
合
せ
）

寸
法
・
能
力
表

高
　
さ

型
　
番

Ｓ
Ｈ
－
１
２

殿

工
事
名
称

図
面
名
称

図
面
番
号

製
作
年
月
日

縮
尺
　
単
位

Ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

検
図

設
計

製
図

承
認

良
水
工
房
マ
ン
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

本
体
取
付
用
８
φ
×
３
ヶ
所

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
施
工
者
側
手
配
品

2
0
2

74

元
付
け
Ｓ
Ｈ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

高さは寸法・能力表を参照して下さい。

3
0

3
0

オ
ス
ネ
ジ

１
３
Ａ
ソ
ケ
ッ
ト

１
３
Ａ
ソ
ケ
ッ
ト

５
０
Ａ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ

上
部
ド
レ
イ
ン

下
部
ド
レ
イ
ン

オ
ス
ネ
ジ

５
０
Ａ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ

50

145

172

容
器
（
ス
テ
ン
レ
ス
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

外
形
寸
法

本
体
の
材
質

接
続
口
径

Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４

5
0
A
 
オ
ス
ネ
ジ

高
さ
：
右
表
参
照

本
体
の
耐
圧

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン

高
さ
：
２
０
４
ｍ
ｍ

外
径
：
　
６
６
ｍ
ｍ

5
0
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー

公
称
ろ
過
精
度

材
質

外
形
寸
法

フ
ィ
ル
タ
ー

異
物
除
去
フ
ィ
ル
タ
ー

仕
 
 
様
　
元
付
け
Ｓ
Ｈ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

外
径
：
２
０
２
ｍ
ｍ

４
屋
外
の
設
置
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
に
は
、
防
犯
の

「
フ
ェ
ン
ス
」
な
ど
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

５
本
体
及
び
、
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
質
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
で
す
。

設
置
配
管
時
に
は
十
分
な
締
込
を
お
願
し
ま
す
。

６
住
戸
数
が
５
０
戸
ま
で
は
、
単
体
の
設
定
と
な
り
ま

す
。
但
し
、
本
体
の
配
管
口
径
仕
様
が
５
０
m
m
の
た

め
、
建
物
の
水
道
配
管
口
径
が
５
０
m
m
超
と
な
る
場

合
に
は
、
流
量
の
低
下
を
考
慮
し
１
台
当
た
り
の

ス
ペ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
る
２
台
の
併
設
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
別
途
お
見
積
を
ご
用
命
下
さ
い
。

高
層
の
場
合
に
は
、
「
耐
圧
仕
様
」
と
な
り
ま
す
。

１
本
体
の
耐
圧
は
、
0
.
8
7
M
p
a
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
別
途
御
見
積
を
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

２
フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
の
際
に
は
、
捨
て
水
が
発
生
し

ま
す
。
必
ず
、
「
ド
レ
イ
ン
配
管
」
か
「
排
水
溝
」

を
計
画
し
て
下
さ
い
。

３
設
置
地
盤
の
基
礎
は
、
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

配
管
に
「
フ
ラ
ン
ジ
」
や
「
バ
タ
フ
ラ
イ
弁
」

等
を
仕
様
す
る
場
合
に
は
そ
の
高
さ
を
考
慮
し
た

5050

5
0

5
0

1
5
m
m
穴

1
0
m
m
長
穴

付
属
品

本
体
取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス

7
0

6
0

Ｒ
Ｃ
２
Ｂ

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）

Ｎ
Ｐ
Ｔ
２
Ｂ

Ｓ
Ｕ
Ｓ
　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
－
Ｊ
Ｉ
Ｓ

上
部
エ
ア
ー
抜
き
バ
ル
ブ

ｵ
ｽ
ﾈ
ｼ
ﾞ

1
/
4
B

ｵ
ｽ
ﾈ
ｼ
ﾞ

3
/
8
B

3
/
8
B

3
/
8
B

本
体
上
部
の
エ
ア
抜
き

ソ
ケ
ッ
ト
部
へ
取
付

ﾒ
ｽ
ﾈ
ｼ
ﾞ

ﾒ
ｽ
ﾈ
ｼ
ﾞ

付
属
品

○
施
工
者
様
の
ご
手
配
品

○
付
属
品

・
Ｎ
Ｐ
Ｔ
－
Ｊ
Ｉ
Ｓ
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）

・
本
体
取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス

付
属
品

変
換
ソ
ケ
ッ
ト

本
シ
ス
テ
ム
の
商
材
は
納
品
の
み
と
な
り
ま

す
。
設
置
・
配
管
工
事
当
に
関
し
ま
し
て
は

施
工
者
者
様
側
に
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

と
な
り
ま
す
。

オ
ス
ネ
ジ
部
を
固
定
し
て
ネ
ジ
込
み
下
さ
い
。

本
体
に
は
溶
接
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
体

の
仕
様
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
な
り
ま
す
。

S
H
本
体
の
底
部
を
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

1
3
m
m
ア
ン
カ
ー

φ
20
2

据
　
付

要
領
図

ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス
（
同
包
）

本
体
取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
側

Ｉ
Ｎ
側

1
/
4
Ｂ
ソ
ケ
ッ
ト

同
包
の
「
上
部
エ
ア
ー
抜
き
バ
ル
ブ
」

を
セ
ッ
ト
し
て
下
さ
い
。

上
部
 
5
0
0
m
m

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

※
ご
注
意

・
本
体
固
定
用
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
類

・
水
抜
き
及
び
エ
ア
抜
き
用
バ
ル
ブ

・
配
管
・
バ
ル
ブ
等
の
部
材

部
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
既
製
品
の
た
め
、
予
告
無
く
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
部
に
あ
る
「
エ
ア
抜
き
用
1
/
4
B
ソ
ケ
ッ
ト
」

Ｓ
Ｈ
シ
ス
テ
ム
製
品
仕
様
書

／
２
個

／
３
個

基
礎
を
設
定
し
て
下
さ
い
。

・
上
部
エ
ア
ー
抜
き
バ
ル
ブ

本
体
の
Ｉ
Ｎ
・
Ｏ
Ｕ
Ｔ
５
０
Ａ
オ
ス
ネ
ジ

Ｊ
Ｉ
Ｓ
ネ
ジ
へ
の
変
換
ソ
ケ
ッ
ト
で
す
。

エ
ア
ー
抜
き
用

０
．
８
７
Ｍ
Ｐ
a

※
高
層
の
場
合
に
は
、
高
耐
圧
仕
様
品
と
な
り
ま
す
。

※
本
体
に
負
荷
が
か
か
る
と
水
漏
れ
の
原
因

高
耐
圧
仕
様
図
を
ご
参
照
下
さ
い
。

※
高
耐
圧
品
の
場
合
に
は
、
特
注
品
承
認
図

※
高
耐
圧
品
の
場
合
に
は
、
特
注
品
承
認
図

高
耐
圧
仕
様
図
を
ご
参
照
下
さ
い
。

株
式
会
社
相
鉄
ピ
ュ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー



殿

工
事
名
称

図
面
名
称

図
面
番
号

製
作
年
月
日

縮
尺
　
単
位

検
図

設
計

製
図

承
認

Ｐ
ｕ
ｒ
ｅ
 
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
 
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

※
メ
イ
ン
配
管
サ
イ
ズ
は
参
考
で
す
。

現
場
で
の
配
管
サ
イ
ズ
を
採
用
し
て
下
さ
い
。

1
0
0
A

1
0
0
A

増
圧
ポ
ン
プ

1
0
m
m
長
穴

5
0

5
0

50 50

1
5
m
m
穴

取
付
用
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ア
ン
グ
ル
ピ
ー
ス

「
施
工
者
側
手
配
品
」

本
体
取
付
用
８
φ
×
３
ヶ
所

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
施
工
者
側
手
配
品

φ
20
2

据
付
要
領
図

1
3
m
m
ア
ン
カ
ー

「
施
工
者
側
手
配
品
」

基
礎
を
打
つ
場
合
は

4
0
0
□
×
H
1
5
0

ス
ラ
ブ

基
礎

15075194

Ｉ
Ｎ
 
5
0
A

Ｏ
Ｕ
Ｔ
 
5
0
A

Ｓ
Ｈ
本
体

5
0
A

1
0
0
A

1
0
0
A

1
0
0
A

179

150

増
圧
ポ
ン
プ

1
0
0
A 上
下
ド
レ
ン
１
３
Ａ

Ｓ
Ｕ
Ｓ
ソ
ケ
ッ
ト
２
個
所

Ｆ
Ｌ

1
0
0
A

5
0
A

Ｓ
Ｈ
－
１
２

1,014

Ｓ
Ｈ
－
１
２

1,000

4
5
0

Ｓ
Ｈ
－
１
２

Ｓ
Ｈ
－
１
２エ
ア
抜
用
８
Ａ
ソ
ケ
ッ
ト

直
圧
方
式
Ｓ
Ｈ
－
１
２
参
考
図

並
列
５
１
～
６
０
戸
標
準

株
式
会
社
相
鉄
ピ
ュ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー

※
２
基
以
上
の
Ｓ
Ｈ
ユ
ニ
ッ
ト
を
並
列

セ
ッ
ト
し
停
滞
水
を
防
止
し
ま
す
。

組
み
合
わ
せ
や
器
種
は
、
住
戸
数
に
応
じ
て

配
列
し
ま
す
。

鉄
さ
び
等
の
異
物
を
除
去
す
る
、
ス
ト
レ
ー
ナ

Ｓ
Ｈ
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
ゴ
ミ
や

的
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
装
填
し
ま
す
。



殿

工
事
名
称

図
面
名
称

図
面
番
号

製
作
年
月
日

縮
尺
　
単
位

100

電
力
メ
ー
タ
ー

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
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　　　　使用材料一覧表

良水工房各タイプ共通（※は水道水に触れる部分）

1.本体部分

部品名 材質・規格 適　用

※フィルターハウジング ポリプロピレン

※コンパクトボールバルブ Ｕ－ＰＶＣ
止水用バルブ（入・出）
バイパス用バルブ

※プレハブジョイント Ｕ－ＰＶＣ

※給水管ＨＩＶＰ ＪＩＳ　Ｋ　6472

※ＨＩＶＰチーズ ＪＩＳ　Ｋ　6472

※異物除去フィルター ポリプロピレン ＮＳＦ

※カーボンフィルター 圧縮成型ＡＣ ＮＳＦ

2.本体外部付属部分（水道局指導部分）

部品名 材質・規格 適　用

※コンパクトボールバルブ Ｕ－ＰＶＣ 責任分岐点用

※ボールチャッキバルブ Ｕ－ＰＶＣ 逆流防止用

※水栓チーズ Ｕ－ＰＶＣ

※取水用水栓 水道局取水用

本体カバー ＡＥＳ

ハウジング用ハンドル ポリプロピレン



設 置 基 準 書 
 

「良水工房のオール浄水」（マンションシステム）を設置するにあたり以下の条件の下

で設置するものとする。 
 

 「良水工房のオール浄水」（マンションシステム）は、『給水装置の管路に設置する活

水器・浄水器等（以下 管路活水器等 という）の取り扱いに沿って、水質の責任分界

点、管路活水器等異常時の飲料水確保、配水支管等への逆流防止を考慮し設置における

設計・施工についての必要事項』を基に設置する。 
 

１、給水装置の構造及び材料の基準の適合（システム図・使用材料表参照） 
２、水栓・止水栓・逆止弁の適切な設置（システム図・下記設置例参照） 
３、水道事業管理者の水質の責任分界点については、管路活水器等の上流側の止水栓ま

でとする。（下記設置例参照） 
４、設置後の維持管理については、管路活水器等の維持管理責任及び管路活水器等め下

流側の水質責任において工事申込者（所有者）が負うものとし、当社としてその旨

を明確に説明し設置すること。 
 

 

 

 



設置工事説明書（マンションシステム） 

● 設置場所及び取り付けについて！ 

 
１、取り付け場所は、お客様もしくは工事監督者に確認の上、作業に取り掛か

って下さい。 
２、メーターボックス内取り付けスペースは、幅３００mm、高さ８００mm、
奥行き１５０mm以上取れる場所に設置して下さい。 

３、取り付ける前に、検品確認書に沿って不足確認及び不良品確認を行って下

さい。 

４、本体を持ち上げる際には、決して本体内のブルーのハウジング部分や配管

部を持って持ち上げないで下さい。取り付け後に漏水の原因になりますの

で、くれぐれもご注意お願いします！  

５、本体はしっかりと壁面に付属のビスで固定して下さい。（上部４ヶ所）  

配管支持用ビス止めも必ず行って下さい。 
６、取り付け後、本体内ブルーのハウジング部分を付属の黒いスパナーを下か

らはめ込んで軽く増し締めして下さい。 
 

● 配管工事について！ 

 
１、 本体は、水道メーター以降（二次側）に配管にて接続して下さい。 
２、 本体に配管を接続する際には、入水側（水道メーター側）と出水側（室               

内）をよく確認して下さい。   
３、 本体は、入水側が右側のタイプと左側のタイプがあります。                 

４、 配管接続用の接着剤が家庭内に流れ込まないように留意して下さい。（ス

トレーナーの詰まりの原因になります。 
 
 
 

 



設置後の通水確認手順

１．本体の取り付け・配管接続終了後 最初に、給水停止バルブ（B）（C）及びバイパス

用バルブ（D）を閉めの状態にしてから、メーター側止水バルブを開き通水開始準備に

係ります。

２．給水停止バルブ入側（B）をゆっくり開き、本体に通水します。急激に通水しますと

フィルターの破損の原因になりなすので、ご注意下さい。

３．フィルターハウジングＯＵＴ側のエアー抜きバルブを少し開けて、ハウジング内のエ

アーを抜いて下さい。（エアーが抜け少量の水が出てきます） ウオーターハンマーに

よるフィルターの破損の原因になりますので、必ずエアー抜きバルブにてハウジング

内のエアーを抜いて下さい。

４．完全に通水が終わった時点で、本体及び周辺部分での漏水箇所がないか確認して下さ

い。ハウジング周辺のねじ込み部分から水漏れが発生した場合は、止水栓（H）を閉

めた上で、再度ハウジング内のОリングが溝にはまっているか確認してねじ込んで下

さい。確認後、手順１，２，３を再開して下さい。

５．確認後、給水停止バルブ出側（C）を開いて浄水開始状態にして下さい。バイパスバル

ブ（D）は閉めたままです。（この時点で、本体内の３つのバルブの赤い取っ手は全て

縦の状態になります。）

６．室内各所の水栓を開き通水して、配管内に入ったエアーを抜いて下さい。特に、給湯

器が正常に着火するかよく確認して下さい。

７．最後に、キッチン等で取水した水の残留塩素濃度を測定して、０．１ＰＰＭ以上ある

ことを確認して下さい。

※ マンションタイプの取付位置については、フィルター交換の際に水がこぼれる可能性

がありますので、ハウジングの下部に電気設備配線等がない位置に取り付けて下さい。





項目検査結果報告書

発行者の名称：　株式会社　相鉄ピュアウォーター
住　　　　　　所：　神奈川県横浜市旭区柏町47番地１
責　任　者　名：　山田　伸司

下記製品において厚生省令１４号の適合を証明致します。

   発行日：　平成２５年４月１日

　　　製品製造の工場の名称 株式会社　相鉄ピュアウォーター　本社工場
　所在地 神奈川県横浜市旭区柏町47番地１

　　　　　　製造品名・型式 良水工房　・SO-PW-01

　　　　　　 厚生労働省令第６号（平成１６年１月２６日）
　　　　　　適合する基準 　給水装置の構造及び材質の基準に関する省令

　　　　　 同上省令第１条　　耐圧に関する基準
同上省令第２条　　浸出等に関する基準

　　　　　適合する性能項目

試験方法 給水装置の構造及び材質の基準に係る試験に順ずる

株式会社　相鉄ピュアウォーター　本社工場
試験所名 株式会社　総合環境分析

 水道法20条水質検査機関　[厚生労働大臣登録]



耐圧性能試験方法による検査報告書

当社は、耐圧性能試験を以下の条件のもとで、検査・測定したことを報告します。

・使用材料 １．良水工房　・SO-PW-01

２．加圧ポンプ

３．圧力測定ゲージ

・検査・測定方法 １．厚生労働大臣が定める耐圧に関する耐圧性能試験により
　　１．７５メガパスカルの清水圧を、加圧ポンプにて１分間良水
　　工房に加えて、水漏れ、変形、破損その他の異常が生じな
　　いこと。

２．Oリング等を水圧で圧縮することにより水密性を確保する
　　構造により、２０キロパスカルの清水圧を１分間加えて、水
　　漏れ、変形、破損その他の異常が生じないこと。

・検査・測定場所 株式会社　相鉄ピュアウォーター本社工場

　　上記の検査・測定方法により、検査を行い、水漏れ、変形、破損等の

異常がないことを、報告いたします。

神奈川県横浜市旭区柏町47番地１

株式会社　相鉄ピュアーウォーター

検査責任者　　　山田　伸司





＊ 注 意 事 項 書 ＊

良水工房をお使いになるにあたり、下記の事項を厳守して下さい。

「良水工房」は、量水器側に設置するため、残留塩素濃度を０．１

ppm程度に調整しております。

使用開始後及び、ご入居後に残留塩素濃度の変更は行わないでくだ

さい。

その他のご使用方法等に関しましては、取扱兼保証書をご参照く

ださい。



｢良水工房のオ－ル浄水｣マンションシステム

設置に伴う水道局申請について

各水道工事店・設計事務所 殿

マンションシステムを設置にするにあたり、所轄する水道局へ工事申込・

施工申請等をする際に、当商品の「JIS Q 1000 に基づく自己適合宣言書」

一式を添付し申請をお願いいたします。

１．既提出地域 ― 物件ごとに再度提出をお願いします。

東京都（給水部 給水課）・神奈川県（神奈川県庁・企業庁水道課）

横浜市（給水部）・ 川崎市（給水装置課）

千葉県（県水・一部市町村）・埼玉県（一部市町村）

２．その他申請書

物件を所轄する水道局により、その他所定の申請書等がある場合には、

その水道局の指導に従ってください。

（例）東京都 ― 指定の｢自己認証品使用報告書｣

本件に関するご質問等につきましては、下記までご連絡をお願いいたします。

株式会社相鉄ピュアウォーター

TEL 045－360－5546 FAX 045-360-5548

（営業時間：午前 9：00～午後６：00 水・日・祝祭日定休）


	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Sheet1



